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第５章 計画の推進に向けて 
１ 計画の推進体制 
本プランを実効性のあるものとし、着実に施策を推進していくために、次のような推進体制

を整え、総合的かつ効果的に事業を推進していきます。 

（１）庁内連携体制の強化 
庁内関係課との連携を強化し、全庁的な取組を推進します。また、施策の進捗状況を管理す

るため、毎年、関係課にヒアリングを実施するとともに、施策推進状況の報告を求め、それぞ

れの施策に対する課題や現状等の情報共有の機会を充実させます。 

職員間の男女共同参画に対する共通認識を醸成するために、研修などを通じて職員への意識

啓発に努めます。 

（２）市民・地域・企業等との連携及び協力 
男女共同参画社会の実現に向けて、本プランを推進していくためには、市民・地域・企業等

との連携・協働が不可欠です。市民などへの積極的な情報提供により男女共同参画意識の向上

を促進し、連携・協力体制を強化してプランを推進します。 

また、広く市民の意見を施策に反映させるために、地域・教育関係者・企業・学識経験者な

ど市民の代表から構成される「焼津市男女共同参画プラン推進市民会議」を設置し、計画の進

捗状況の把握や事業推進に対する提言ができる場を設けます。 

（３）国・県・他市町との連携及び協力 
計画を推進していく上で、市の施策や市民などの取組だけでは解決が難しい場合もあります。

国や県、近隣市町との連携による事業の実施などにより計画を推進していきます。 

 

 

２ 数値目標一覧 
計画を実効性のあるものとするためには、実施した施策の成果や達成状況を数値により示し、

現状値及び目標値との比較による進捗管理をしていくことが重要です。本プランでは、男女共

同参画社会の実現に向け、本市において特に課題となっている事項について、目標となる数値

を設定し、次のとおり目標値として示すこととしました。これらは、計画終了となる令和 10

（2028）年度中の達成をめざし、施策に取り組んでいきます。 
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項目 

現状値 

（令和５年度） 

目標値 

（令和 10年度） 

 

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という性別に
よる固定的な役割分担意識にとらわれない人の割合 

68.8％ 80％ 

市で発行している男女共同参画情報紙を読んだ人の
割合 

22.4％ 30％ 

男女共同参画社会という言葉の意味を理解している
人の割合 

43.9％ 60％ 

自身がまわりに認められ（人権が）尊重されている
と思う市民の割合 

50.9％ 60％ 

学校生活の場で、男女平等と思う人の割合（中学生） － 70％ 

 

市の一般行政職における管理監督職（係長相当職） 

以上に占める女性の割合 
17.2％※１ 20％ 

市の一般行政職における管理職（課長相当職）以上
に占める女性の割合 

10.3％※１ 15％ 

管理的職業従事者における女性の割合（国勢調査） 14.0％※２ 20％ 

審議会などにおける女性登用率 28.3％※１ 40％ 

地域活動で、男女平等と思う人の割合 25.8％ 40％ 

 

仕事と生活の調和がとれた暮らしができていると 

思う女性の割合 
－ 50％ 

仕事と生活の調和がとれた暮らしができていると 

思う男性の割合 
－ 50％ 

職場の中で、男女平等と思う人の割合 15.8％ 30％ 

静岡県男女共同参画社会づくり宣言事業所数 54事業所※１ 65事業所 

家庭の中で、男女平等と思う人の割合 27.3％ 40％ 

６歳未満の子どもを育てている夫婦の夫の家事・ 

育児参加時間 
－ ２時間 

 

心身共に「健康」であると思う女性の割合 23.8％ 40％ 

心身共に「健康」であると思う男性の割合 25.3％ 40％ 

ＤＶを受けたことについて、どこ（だれ）にも相談
しなかった人の割合の減少 

35.3％ 30％ 

生活上困難を抱える女性の相談窓口を知っている人
の割合 

－ 50％ 

性的マイノリティという言葉の意味を理解している
人の割合 

47.6％ 60％ 

※１ 令和５年４月１日実績数値 ※２ 令和２年度国勢調査 その他は令和４年度実績数値 

基
本
目
標
Ⅰ 

基
本
目
標
Ⅱ 

基
本
目
標
Ⅲ 

基
本
目
標
Ⅳ 
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３ 計画の進捗管理（ＰＤＣＡサイクル） 
この計画で定めた施策については、定期的にＰＤＣＡサイクルによる進捗管理が行われます。計

画 ⇒ 実行 ⇒ 評価 ⇒ 見直し・改善 というサイクルで循環させることで、効果的・効率的な施策の
推進を図ります。また、評価や見直し・改善については、「焼津市男女共同参画プラン推進市民会

議」での検討・議論や関係課へのヒアリング、情報共有などを含みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

Ｐlan 
（計画） 

Ｄо 
（実行） 

Ａct 
（見直し・改善）

Ｃheck 
（評価） 
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みんながもってる可能性 
活かすための男女共同参画 や て っ み う よ ！ 


